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被 服材料の吸湿性および透湿性は保温性に重 大な影響

をおよぼすものであると考えられてい るにも か か わ ら

ず，その用語が時に混ど うされ，あい まい に用い られて

いるこ とが多い。 そこでこの両者の意味を明確にし 且つ

その機構を解 析し よ うと実験をはじ めたのでその方 法お

よび得 られた2,   3の結果 につい て報告する。

先ず乾燥させた数種類の単繊維および織物を夫々の湿

度の槽中に入れquartz fiber を用い た高精度 の バ ラン

スによ り時間 と共に水分の吸着量の増加を求 めた。 これ

に先 だち最初に各種繊維の布および糸の一定量をほぼ13

％に保 った常温のデシケーター中に入れ，これら試 料群

の重量 の変化 のみ とめられ なくな るまで， ほ ぼ10 日間

放置し これをもって乾燥状態の基準とし た。 ただ槽 中の

湿度 の測定は非常に困難なので現今用い られ て い る 上

田，芝氏の方法および斎藤，松下氏の方 法等を検討し て

湿度測定の方法について,   2, 3 の基礎実験を行なった。

この方法で求 めた吸湿性は繊維の種類によりかな り異っ

てい ることを示し ている。


